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死海写本における天使論と

唯一神論の危機'
原 口 尚 彰

l. 間題の所在

中間時代のュ ダヤ教文書には発達した天使論が見られ, 死海写本に

も独特の天使論が見られる。 特に, 死海文書 「安息口の犠牲の歌

(4QShirShabb;11QShirShabb;MasShirShabb)」 (以後, 「安息日の

歌』と略記する)には, 天使たちによる天上の礼祥と, 7人の大天使た

ちの祭司的活動が詳細に描かれている2。この歌は黙示録の天上の礼拝

の表象や, へプル書の反天使論の背最を示す資料として注目されてい

る3。 他方, この歌は和P と人間の中間的存在である天使の神性の側面を

' 本構は2006年6月 l7口に宮城学院大学で行i)れた日本基督教学会東北支部
会で行つたl順発表に加,'fE したものである。

2 この文書の校訂本は,C.Newsom,Songsof t1,,elSa1)batl,lSacrifct1, .・ /l C,ilical
E dilio,, (AtIanta:Scholars Press, 1985 ) ;CNewsom. T ltc DeadS('“, S( ''o11s.
to1. ・fB.・ Angel ie Li!!″1gy (LouisviIle,KT:Wcstminster/ J.Knox, l 9 9 8 ) ; E .

Martinez/E.J.T.Tigchel a a r /A .S . v an  dcr Woude, Discot,e'ies in //tl1'

J,tdaca,l i)ese,l. l・o1. 2 3.・ Qtlnm n C(toe 11 (0xford;CIarendon, 1998);B.
N itzan et aI.,Dfscoa,e,,es 加!加 Jlildae(al Deserl. t'o1、.29' .' Q'la't''a;i C‘al t' l,

XX .・ Poelical and LilMgiaa1 '「exts (0xford;Clarendon. l 999 )がある。 さ ら

に, フ ァ ク シ ミ リ 版 は , E . T o v  ed.. 7he Dcad Se“ Se・,1ous o,1 Microfcl.te .' A
Co,,lp,ehe,,site Facsimilc Editio;, o/ lltc 「 lexls fiio,,1 u,l1 J,tdcan Des,e,,・l (Lleidel、:
Brill, 1993);T.H.Lim (in consultation with P.S.Alexander) , T;lle DeadSe“
Se,・o1l、s E llllctnni,l、Reference, Libfa,:y (vol. l;Leiden:BrilI,1997)を参照。

3 拙構 「死海写本 「安息日の機牲の歌」 と へプル書l -2 章」 「教会と神学」 第34
号 ( '2 0 0 l 年 ) l l 7-138 貢を参照。
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強調してぉり, 初期ユダヤ教における天使崇拝の現象を認めることが

出来る。

天的存在である天使たちの存在はna:一の神であるヤハウ ェを中心と

する一元的構造が内包する多元的構造と言える。 旧約聖書やュ ダヤ教

文書において, 天使は天上で神に仕え, 神を讚美し, 和llの使者として

その意思を人間に伝える役割を持つが, 天使が天的存在である面が強

調され過ぎると, 唯一神論の前提を揺るがしかねない問題を含んでい

る。天使崇拝が天使礼拝の域に至ると, 神ならないものを拝むことに

な り, モーセの第一戒と第二戒に抵触することになるからである。新

約聖書に於いて天使礼拝が非難されているのは, このためである ( コ

ロ 2 : l 8 ; 黙 l 9 : 1 0 ; 2 2 : 8-9を参照)。死海写本の天使論は非常に高

度な天使崇拝の傾向があり, 唯一神論の前提の下で天使崇拝が強力に

展開され, 一元的構造の内部に多元的要素を包含する結果, 多神論に

近付く現象が認められる 4。本研究は, 死海写本の天使論の分析を通し

て, 初期ユダヤ教における唯一神論の危機の間題を考察する。

2. 旧約・ユダヤ教の唯一神論と天使論

2.l 旧約・ユダヤ教における唯一神論の形成と継承

モーセの第一戒は, イスラェルを奴識の家であるェ ジプトの地から

導き出した神ヤハウ ェ以外に神 (または神々) があってはならないと

' K.Koch,“Monothcismus und Angelologie.” i n E i,!GoM aue加 .' (hrsg.v.
W.Dietrich/M.A.Klopfstein;G1l;ttingen:Vandenhoeck&Ruprecht,l99l)
565-566を参照。
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タe海:与本における:l.'11使論と唯一神論の危機 3

し(出20: 3 ;  申 5 :  7), 第二戒は, 神の像を造つて擇んではならない

と述べている(出20 :4-6 ; 中 5 : 8-10)。 しかし, これらの戒めは他

の神々の実在を必ずしも否定するものではなく,ヤハウ ェのみ神とし,

ヤハウ ェだけを拝み, ヤハウ ェだけに仕えることを要求するに留まっ

ている。つまり, 十戒の立場は, 唯一神論ではなく, 拝一神論の段階

に属する5。

申命記6章の所謂シェマーは, 「聞け, イ ス ラ ェルよ ,主は私たちの

神であり, 主は唯一である」と い う 言 葉 に 始 ま る ( 申 6 : 4 )。但し, 申

命記は主以外の神々の実在を必ずしも否定してぉらず, この言葉は十

戒における他の神々を礼拝することの禁止と同様に,主のみを拝し,主

のみに仕えることを求めるに留まる6。申命記はむしろ, 乳と蜜が流れ

る約東の地には他の諸民族が拝む他の異教の神々が存在し, イスラ ェ

ルの民を魅了する危険があることを前提に, それらを拝むことを強く

戒め, 非 難 し て い る ( 申 6 : 1 4 ; 7 : 1 6 ; 8 : l 9 ; 2 8 : 3 6 ; 3 2 : l 6-17

他)。

イスラ ェルにおいて唯一神論の確立が確認されるのは, 第二イザヤ

の時であり, この預言者は主以外の神は存在しないことを繰り返し述

べ て い る ( イ ザ 4 3 : l 0 ; 4 5 : 5. 14-2 5 ; 4 6 : 9 ) 7。第二イザヤによれば,

S 関根清三 「l日約的一神教の再構築一旧約学・哲学との対話から」 「日本の神学」
第 ,,t4 号(2005年)18-19買, 深津容伸「一神教をめぐって一旧約聖書,ユダヤ教,
キ リ ス ト 教」 「基督教論集」 第46号(2003年)16-17頁を参照。但し, 深津が第二

イザヤの立場まで拝一神教としている点は間題である。
°富田玲「シェマーにおける 「一 (エハ ド )」 理解」 「基督教研究」 第65巻第2号

(2004年)87- l06買を参照。
' Lang,B.“ZurEntstehungdesbiblischenMonothei、smus,”7・hQ l66( l986)

l35- l42. G.von.Rad,7heo1ogie des A//e,, 7esta,,te,lts ( 2 B1llnde ;Munchen:
Kaiser. 1960- l962)2223-225, 240; J. J.Scull ion,“Godin the 0 T,” ABD 2.
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ヤハウ ェ は 「わたしである。 わたしの前に神は創られず, わたしの後

に存在しない」と述べる(イザ43 : l 0 )。 さ ら に, 4 5 : 5 は, 「私は主,

他にはいない。わたし以外に神はいない。」 と 述 べ る ( イ ザ ヤ 4 3 : l 0 ;

46:9も参照)。第二イザヤの唯一神論は, ヤハウ ェだけが・t!1l:界の創造

主であり, イ ス ラェルを臓う救済者であることに結び付いている。 つ

ま り, 創造信仰の徹底が, l確一神論の確立の背景となっているa。世界

の創造者が唯一であるならば, 他に存在するものはすべて被造物であ

り, 他の神々は人間が作り出した観念であり, 神々の像は職人が石や

木や金属を用いて作成した工作物に過ぎないからである (イザ45 :

2 0 ; 4 6 : 5-7)。人間が石や木から作つた偶像に人を救う力はなく, 救

いを与える力は天地の創造主なる神のみにある (45: 20-22)。

第二イザヤの唯一神論は初期ユダヤ教に継承され, ヘレニズム・ユ

ダヤ教文献はしばしば異教の神々を人間の作つた偶像として言及する

( シ ビ ュ ラ 3 : l l-16 ;ヨセフス 「古代誌』4.201;5.1 l2 ;8 .335 ;フィロ

ン 「一l一成総論」 64; 「ガ イ ウ ス 』 l l 5 ; 「tll'界の創造に ついて.l l70- l72

l0l1- l048;W.Dietrich. “Uber Werden und Wesen des biblischen Monotheis-
mus. l1leligionsgeschichtliche und theologische Perspcktivcn.” i n Ein (;oll
allein .:' (hrsg.v.W.Dietrich/M.A.KIopfstein;G ltittingen:Vandenhoeck&
Ruprecht,1994) l9, 21:月本昭男「吉代イスラ ェ ルl確一神教の成立とその特質」竹
内整一・月本昭男編 f宗教と竟容」 大明堂, l993年l65-166頁を参照。関根精三,
前掲論文は, 第二イザヤの唯一神論的歴史観が歴史の実態とはかけ購れていたこと

を指摘し, 唯一神論は思想として成立していないとする。 これは歴央的事実として
の唯一神論の成立と,思想としての唯一神論の要当性の間題とを混同した識論であ
るo

' 第二イザヤの唯一神論の背・缺となる, 都四期後期のバビロニアにおける政治更

的・宗教史的背最については,M.Albani,“Deuterojesayas Monotheismus und
der babyIonische Religionskonflikt unter Nabonid,'in Der ,eine(1 o ll l‘,td d ie
(;iXler (hrsg.v.M.0eming/K.Schmid eds.;Ztirich:Theologischer VerIag.
2003)17l一'201を参照。
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他)。特に, ソロモンの知1出i l3章は, 異教の和ll々は人間がその意匠に

従つて造つた偶像であり, 人を救う力を持たないことを指摘し, 異邦

人社会の倫理的混乱の根本原因を真の神を知らず, 偶像礼拝に耽るこ

とに見て非難している。

この段階以降になると,「 .iiは唯一である」という中命記の言葉も(中

6 : 4 )  唯一神論の立場から解釈され, ヤハウ ェ以外に神は存在しない

という意味で解釈されたと推定される。(I コ リ 8 : , l -6を参照) 9。初期

キ リ ス ト 教 会 もュ ダヤ教の可t一神論を継承し, ?那人宣教の中で, -:民
地を創つた真の神以外に和llはいないことを強調していた(ロマ1:18-
3 2 ; 3 : 3 0 ; 使 1 4 : l li ; 1 7 : 2 3-3 1 ; I コ リ 8 : l -6 ; I テ サ l : 9- l 0 を

参照)。

2.2 旧約・ユダヤ教の唯一神論と天使論

ll 的聖書には, 天的存在である天使が登場する 。一11,l,1i使は神ではなく ,

神に従属する整的存在である。 天使は天上の宮延において, 王である

ヤハウ ェの:f座の間 l ) に l11:fる集団を構成してぉり, 様々 な機能を与え

ら れ て い る ( 創 6 : 2, l ; 中 3 2 : 8 ; ヨ プ l : 6 ; 2 : 1 ; 3 8 : 7 ; 詩 2 9 :

l ; 8 2 : l -8 ; 8 9 : 6-8)。大上の会識の表象は, 元々 力ナン起源である

が, ヤ ハ ウ ェ宗教に取り込まれ, 神々は 二天使と i li解釈された '°。 天使た

ちは, 「神の子ら( lE、;11l,K 、'3 )」 ( 創 6 : 2, 4 ; ヨ プ 3 8 : 7 ), または, 「神々

9 細構「第一コ リ ン ト il1に 」、;l1る神の間題」 「教会とilll学』第 ・、l号(2005年)68-
7l日。

''' Dietrich. l 9-20;F.M. ク t' ス(興石的訳) 「力ナン神語と へプライ叙事講」日
本基得教団出版局, l 997年,91l;- l00. 2‘ll -2l4'ii; 北 nli「「l1t. l -.の会識」の表象とfii
i1 1l者意識 . l 金并美彦・)i本昭リi・l』!我哲雄編 「古代イスラ ; f ルの前要l 者の思想世界」
新教出版社,1997年. lll6 - l :25 r!を参照。
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の子ら (o、◆、'3 )」 (詩29: l ; 8 9 : 7 )  と呼ばれる"。 例外的簡所にお

い て ( 詩 8 2 : l, 6 ; 9 7 : 7 , 9 ), 天使たちは 「神的存在, 神々 (o、n・)」

とも呼ばれているが,そこでは天使を神格化して榮拝するのではなく,

むしろ天使に対する否定的見解が述べられている '2。 天上の会識の表

象における天使の存在は可l1一神論の枠内に収まってぉり, それを揺る

がす天使崇拝の現象はまだ見られないと言える。 天使たちは天上に

あって, 神を讚美し, 神に栄光を帰するように呼び掛けられている(詩

2 9 : l ; 1 0 3 : 2 0-2 l ; l 4 8 : l -2他)。また, 天使の一団は, ヤハウ ェ に

仕える天の軍勢とも想定されている(中33:2 ;ヨシュ5:14 - l 5 ; 王

上22: 19)。

他方, 天使は神の使者として, 地上に造わされ神の意思を人間に伝

える役割を持ち, l sらo (御使い)と呼ばれる(創16 : 7 , 9 , 1 0 , l 1 ;出

3 : 2 ; 3 2 : 3 4 ; 民 2 0 : 1 6 ; 士 6 : l 1-12, 2 l-2 3 ; 1 3 : 3- l 8 ; .il三下l:

3 , l 5 ; 1 3 : 1 8 他 )。 天使のお告げは, 神の言葉の告知と受け取られた

(創 l 6 : 1 3 )。  しかし,神の使者であるlll、使の顕現が媒介なし に和llの臨

" 申 3 2 : 8 の 「 イスラ ェ ルの子ら」に代えて, 死海写本・l(1,Dt' は 「神の子ら」 と
識1:,,・,七十人訳l.i 「神の天使迷」 と訳している。 BIISの脚注li,死海写本断1,'の
1lii元がまだ十分に進まない頃の資料に基づいて、 o、ll'H、1'3 と識んでいるが, よ り 複
元が進んだ写本l新1i' l.tむしろ o':'nl'lK ''3 の読みを,l、している。二の点についてl:t,l'.
W.Skehan. “A Fragment of the 'Songs of Moses' (Deut32) from(jumran.”
1 i1llS〇R 136 (195・l ) 1 2-25;idem.. ''The Scrollsand the0ld Testament Text.”
in Ne,t, Difecl,'o,,s 加 Biblica1 A,dtaeo1ogv (ed. D.N. Fr,eedman/ J.C.
Grc,enfield;Cardcn City, NY:DoubIeday,l969)89-10o ; Ill. l・lanhart. “l)i,e
SohnelsraeIs. di,e Sohne Gottl:lsund die EngeI in dcr Masora. in Qumran und
in der Septuaginta.” in 、't,'1l1t・1ll_ 1・ll,iirti'g:ulg d(,s Altc'' 7lt,s !a''le'lls (hrsg.v.C.
Bultmann/W.I)i e t r i ch/C. l.evin;GOttingen:Vandenholec k & R u p rccht.
2002)l70- l 78が詳しく論じている。

'2 詩8:6のo':、‘'H を七十人訳は, aryeaしo‘e,lli使 ) と 訳 し、 それをへプ 2 : 6 が
引用している。
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死海写本における天使論と唯一神論の危機 7

在の記述に移行することがあり ( 創 2 l : l 7 ; 出 3 : 2-6), 天使の顕現

と和llの臨在の境界線は時として流動的になっている'3。 このような場

合, 人々は天使の頭現に際し, 畏れの念を抱いている。

補囚期以後の旧約文書やュダヤ教文書になると, 天使論は大きく発

展を遂げ, 幻の意味を説き明かす解釈天使の役割や(ゼカ1:7- l 7 ; 2 :

l-4 ; 2 : 5-1 7 ; 3 : 1-1 0 ; 4 : l -1 4 ; 5 : l -4 ; 5 : 5- l l ; 6 : l-8), 神の

裁きを宣告し, 執行する役割が加わって来る (エチ・エ ノ89 :61-77;

9 0 : l 4-2 0 ; ス ラ・エノ19:5)。天使逮の間には位階が存在し, 最高位

の大天使達に主導的な役割が与えられる(トビト3:17 ;12 : l 5 ;エ

チ・エノ 9 : l ; 2 0 : l-7 ; 4 0 : 8-10他)。 ダニエル書では, 天使ミカェ

ルが終末におけるメシア的役割を与えられている(ダニ10:13, 21;

l 2 : 1 )。

3. 死海写本の唯一神論と天使論

3.l 死海写本の唯一神論

死 海 写 本 は 前 2 世 紀 か ら 後 l 世 紀 の 間 に 筆 写 さ れ た も の で あ り,

エ ツ セネ派の一部であったクムラン教団の信仰の特色を反映してい

る。 天使論に関しても, この時代のュ ダヤ教一般に見られる傾向を共

有すると共に, クムラン教団特有の特色を表している。 また, 個々の

文書によってかなり違う特色が見られるので, 天使の問題が集中的に

取り扱われている代表的文書を個々に取り上げた後, 金体像の特色を

':' この点を, C.Newsome,“Angels,' ABD l.250が指摘している。
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唯一神論との関わり という視点から考察する必要がある。

死海文書にはクムラン教団内部において作り出された文書と教団外

で作成された後に持ち込まれた文書とがある。 「宗規要覧(lQS)」や「戦

いの書(1QM) 』 や 「感謝の詩編(1QH)』は, 用語法や思想の点から

言つてクムラン起源の文替であるとされている。 「安息日の歌」の方は,

専門家の間で意見が分かれており, F.G.Martinez はクムラン起源を

肯定し '4, C. Newsom は否定している '5。 しかし, 仮に「安息日の歌」

が外から持ち込まれたものであったとしても, この文書の写本は死海

文書の中に何通りも存在してぉり, 共同体の中で愛読されたことを示

している。 クムラン共同体は 「安息日の歌』 の思想や象徴世界に共鳴

していたのであり, 思想的に異質な文書ではないと推定出来る。

天使論を個別的に検討する以前に, 死海写本の神観を瞥見しておこ

う。死海写本において, 神は o、nltH と ( マ ソ ラ 本 文 の 正 書 法 で は

o':1ll':t)と呼ばれることは比較的稀であり(11QT48.7,10他), 多くの

場合は, l・,tt, (1QM2.2,5;3.2,3,4,5;1QS1.2,7,8;2.2,6,8他多数),

または, 'n;1 ( l lQTl5. l3;21.3,8,10,16;22,14,l6他多数)と呼ば

れている。神が唯一であるということ述べる中命記6:4は, 申命記の

写本の断片(4QDtP) や 経 札 ( フ ュ ラ ク テ リ ア ) に 保 存 さ れ て い る

(4QphylC ;8Qphyl)。この時代のュダヤ教文書の例に漏れず,死海写本

も唯一和ll論を前提に して申命記6:4を解釈していたと想定出来る。さ

ら に, 異教の神々を拝むことを禁じる十戒も, クムラン出土の多くの

'' F.G.Martil、ez,“Apocalypticism in thc Dcad Sca Scrolls,” i n 71heEnc1l,(fol)e・

dia of Apocalyplicism (3vo ls ;New York:Continuum.l 9 9 8 ) l.l83.
l S  C.Ncwsom. 7hl1, DcadSlla Scrolls. u・o1.4 lli: .- Angelic Lil;‘,Kll, (I.ouisviIle,

KT:Westminster/ J.Knox. 1998)4-5.
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死海写本における天使論と唯一神論の危機 9

経札(フュ ラクテリア)に記されており(1Qphy1;4Qphyla ;4Qphylb ;

4Qphyl9 ;4Qphylj ;4Qphyl l ;4Qphyl°), 日 常 的 に 唱 え ら れ て い た。

l「神殿巻物(llQT)」は, 偽預言者の勧めに従つて他の神々を拝むこと

に対して強い警告を発している (11QT54.l-21)。

3.2 死海写本の天使論

3.2.l 「宗規要覧(1QS)』

クムラン教団は神と天使たちで構成される天上の世界の実在を信

じ, 真理を知る義人の集まりである自分たちは天使たちと共・に い る と

確信していた。つまり, 「光の子ら」 ( lQS l.9;3.23)である自分たち

は, 「光の館」 (3.25), あるいは, 「聖なる者たち」 ( lQSl .5,10), ま

たは, 「天の子ら」 (1QS4.22;1l.8)と呼ばれる天使たちと共に, 「闇の

子ら」 (1QSl . l0 )や「間の1離」 (3.25)に対時していると考えていた'6。

3.2.2 「戦いの書(1QM)』の天使論

f戦いの書(lQM)」 は, 終末時の善の勢力と悪の勢力の戦いについ

て書かれた密物である。 クムラン共同体の成員たちが属している 「光

の子ら」 ( l Q M l . l , 9 , l l ) は, 悪の勢力である 「間の子ら」 ( l.l ) と

戦い, 打ち倒すために, 無司に率いられた革団を組んでいる。 天上に

は神の玉座の前に集う天使たちの集団が存在する(l.l0;12.l ;14.16;

l7.7)。 終来の戦いは地上における善と悪の勢力の戦いであると同時

に, 「偉大なる天使」 ( l 7.6)と呼ばれる天使ミ力エル(9.l5- l 6 ; 1 7.6-

t° M J.David、son. Ange1,s al Q-1ran (She価eld: JSOT,1992) l55

- g -
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7) に率いられた天使の軍団(7.6; 12.l,8) と, べリアルに率いられた

堕天使たちの軍団(1.l ; l 2.12)の間に展開される戦いという性格を併

せ持つている '7。終末の戰いは,天使たちが挙げる関のi'iによって l1llll始

される'二tjなる職いと考えられていた (1.11)。

天使たちは, 「御 使 い (o、二Hらo)」 (7. 6 ; l 2 . l , l , 6 ) と も 「神的存在,

神々 (E'1l'H)」 ( l.1 0 , l l ; l 4.l 6 ; 1 7.7 ) と も 「館 (rnrrr、)」 と呼ばれる

(1QMl2.9 ; さ ら に,1QS3.25;4QBera [ =4Q286]2.lを参照)。天使

を天の宮廷で神に仕える1望と呼ぶことは, ユダヤ教黙示文学や (ヨべ

2 : 2 ; エチ ・ エ ノ 1 5 : 4 , 7 , l 0 ), 初期キリスト教文献に見られる(へ

プl : 7 [ c f .詩104 : 2-3 ] ; 黙 l : 4 ; 2 : 7 ; 4 : 5 ; 5 : 6 ; l 4 : 1 3 )。「聖

な る 者 た ち (o、o1◆ )」 (1QMl.l 6 ; 12 . l , 8 ; 1QSb l.5 ,10 ,26 )である

天使たちと ・共にある軍団として, クムラン教団は清浄の規格lを厳しく

守ることを自らに課していた (1QM7.5-6) '8。

3.2.3 「感謝の詩編(lQH)」 の天使論

天使たちは, 「御使い(0、二Kt0 )」 (9[l].11;l4[6]. l3), 「盤(mrrr1)」

( lQH5[l3].3 ;9 [1 ] .l l ) と も「聖 な る 者 た ち (a',of lp)」 ( lQH l l [ 3 ] .

22; l9[ l l ] .12;25[ frags.5 十 56.l].3)とも呼ばれる l 9。他方, 「感

l' I)avidson. 2l3-221.

'a Davidson. 230-231;F.G.Martinez,“Apocalypticism in t h e l)c、adSea
ScrolIs.” 77,ea,t1、clol,,ed1i‘:t of apocaly・pticis"1 ( 3 v o l s ;New York:Continuum.
l998)1.l80.

'9 本 納 に 」.;け る 「感謝の詩編(1QH)」の詩編番号は, ll1.I、uech. “ (tuel(lucs
aspects dc、a rcstauration du rouleau des hymnes ( lQ l l ).” JfS :i 9 (、9 8 8 ) 38-
:-):、; F .(,.Martineaed., T1lc DeadSea S:crolls (Leiden:I;rilI,、91l l 7 )に従 一,てい

る。 I'.L.Sukcnik. 71leDead SeaSelrolls of thel-l,ebre,u・ U,lil,e,sity (Jc、rusalem :
Hebrew University and MagnesPre的, l 955 )による番号lよ, 参考として力ギ'括
孤の中に示している。
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死海写本における天使論と唯一神論の危機 l l

謝の詩編(1QH)」にも他の死海文書と同様に神と天使たちによって構

成される天上の会識の表象が見られる(1QH3bottom[11].8 ;5 [ l3 ] .

3;11[3].22; l2[4].25; l4[6].13; l5[7].28;23bottom[2.1]3)。

天使たちは「神的存在(o'k)」 (1QH3bottom[l1].8;15[7]28;24

top[18].8), または, 「神的存在の子ら(o'◆ ','a )」 (lQHl1[3].22,

23bottom[2.l ] .3)とも呼ばれる。 クムラン教団の構成員たちは罪故

されて, 聖なる天使たちとの交わりに入ると考えられている(1QH11

[3].23bottom[2.1].l0;l4[6].l2- l3) 2o。

しかし, 「感謝の詩編(1QH)」 は, 一貫して,神に直接祈り求める

文章によって構成されてぉり (1QH4[l7].9-15,l7-24;5[ l3] .4-28;

6[l4].l-22他多数), 天使たちを通して神「に願いをすることはないし,

天使たちの執り成しの働きにも言及しない。 この文書はむしろ, 神が

万物の創造主であることを強調し, 天使たちを含む天の諸勢力が神の

創造の業であると述べる(1QH9[1].8-13;18[10].2)。 神は比類な

き存在であり, 当然に天使に優越する(lQH15[7].28-29)。 ここには

天使崇拝の現象は全く見られない。

3.2.4 「安息日の犠牲の歌 (4QShirShabb;llQShirShabb;

MasShirShabb)」 の天使論

この文書において天使たちは, 「御使い(-ptll,l3)」 (4Q403l.i.l ; l.ii.

23;4Q40517.4,5;l9.7;20.ii.9;23.i.8 ; 4 9.3 ; 8 1.2;4Q4071.3 ) と も

呼ばれるが,以下に見るように他の呼称の方がより頻繁に使用される。

2° Davidson, l 9 4-196.

- li -



12

例えば, 天使は 「1亞 (rrr'l)」 と呼ばれる(4Q4001.i.5 ; l.ii.5;4Q4031.

i.44;1.ii.1,3,7,8,9,10;4Q4045.1,5;4Q4056.5,7,8;14-15.l,2,4;

17.3, 5;18.l ,3;19.2,3,4,5;20-22.l0,1l;23.i.9-10;23.ii.6, 7, 8, 9)。

この用法は, 先に見たように他の死海文書にも見られるが(lQS3.25;

lQMl2.9;4QBer°[=4Q286]2.lを参照), 「安息日の歌」 における

使用頻度は目立つて多い。 他方, 天使たちは「聖なる者たち(o,ol,p)」

とも呼ばれる(4Q4001.i.3,15 ;2 .1 ;4Q403 l.i.3l,41;4Q4056.2,5;

l1.2;23.ii.6,7)。 この天使の呼称は他の1Slli1海文書や(lQMl.1 6 ; l 2.1,

8),ユダヤ教黙示文学にも見られるが(ヨべ31.l 4 ; エチ・エ ノ9 . 3 ; l 5 .

4 ;  47.2), 「安息日の歌』における用例は使用頻度が他に比して非常に

多い。

他方, o、らs (神々 ) と E''n1l,ot ( 神々)が天使の呼称として用いられて

い る こ と も, この文書の用語法の特徴をなしている。 「安息日の歌』に

しばしば現れるE、tK(神々, 神的存在)という表現は(4Q400 l.i.4,20;

l.ii.l7;2.7;4Q40l14.i.5;4Q4024.8;4Q4031.i.21;1.ii.26;4Q405

14- l5.i.3), 天使たちを王である神を中心にする天上の宮廷を構成する

1f 候たちのイメ ー ジで捉えている(特に, 「神々の和lI (o、l,K l,K)」4Q403

1.ii.26;4Q40514-15.i.3を参照) 2'。この表現は, 他の死海文書におい

ても時折, 天使の呼称として用いられるが, 「安息日の歌』程の使用頻

度は認められない(lQM1.10,l1;7.7;1QSb2.5を参照)。

o''l'l'Kという名調は(マソラ本文の正書法ではE、:ll'N), 語形は複数

形であるが, 意味の上で単数名詞(神)として使用される場合と, 複

2' 描構「死海写本 l安息日の報性の歌(4QShirShabb; llQShirShabb; MasShir-
Shabb)Jの天使論」 「オ リ ェ ン ト 』 第‘l 1卷(1998年)65-77 買を参照。

- 12 -



死海写本における天使論と唯一神論の危機 l 3

数名詞の意味(神々)で使用される場合とがある。 l日約聖書において,

この言葉が意味の上で単数名調として使用されるときは, 専 ら イ ス ラ

エルの神ヤハウ ェ を 指 す ( 創 1 : l- l 0 ; 2 8 : l 2 ; 出 2 0 : 1-2 ; 2 2 : 2 7 ;

イ ザ 2 : 3 ; 3 5 : 4 ; エ レ 1 0 : l 0 ; ホ セ 4 : 1 ; 6 : 6 )。 これに対して,

f安息日の歌」はしばしばこの言葉に複数形の意味を込めて, 天使たち

の呼称として用いている(4Q4031.ii.6;4Q4056.5;14-15.i.5,7;19.

i.4, 6 ;  20.ii.l1)。この形が天使に適用されるのは,旧約聖書においては

ごく限られた例外的箇所に しか見られない(詩82 : l , 6;97 :7 ,9を参

照)。 「安息目の歌」 が o、m 'l,N(神的存在, 神々) と い う 言 葉 を 天 使 た

ちの呼称として頻繁に用いているのは特異なことである。 しかも, こ

の文書は, 旧 約 聖 書 で は ヤ ハ ウ ェ に 対 し て し か 用 い ら れ な い,

o,,n o、.r1l,K [生ける神(々) ]という表現を(申5 :26 ;エレ10 : 1 0 ; 2 3 :

26),天使たちに対して適用している(4Q405l4-15.i.5;l9.4 , 6 ; 2 0-
22.ii.11)。 この事実は, この文書において天使の神性が強く意識され,

天使が崇拝されていたことを反映しているのであろう (1Q401 l4-15.

i.7を参照)。

この文書における天使崇祥が最も強く表れているのは, 次の簡所で

ある22o

「あなたの栄光を知識のo,m l,,lt (神的存在) と共に設美し,

あなたの御国を聖なる存在の間で頌える。

彼らはすぺてのo、;・n';,,t (神的存在) の間で栄光を帰され,

32 L.T.Stuckcnbruck, Angel Ve,,‘,,uao,, and a,,isfio1ogy (WUNT2.70;
Ttibingcn:Mohr. l 995 ) l56-16lを参照。
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人の集まりで長敬されている。

o、n1らK(神的存在)や人間たちよりも, 彼らはその御国の威厳をその

知るところに従つて宣言し, 彼らは高く挙げられる。

その支配に属する天である。 い と 高 き と こ ろ に お い て す べ て の

( )に従つて素暗らしい讚美の歌を

o'nlらK(神的存在)の神の栄光を, 彼 ら は (  ) 住 ま う と こ ろ

において宣言する。

どうして私たちは, 彼らの間に数えられることが出来ようか?

どうして私たちの祭司職が彼らの 住 ま う と こ ろ で ( 考 慮 さ れ よ う

か)

彼らは聖である。・・・座である私たちの舌を o,'nll,ot (神的存在) の

知識に(比較することが出来ようか ? )」 (4Q4002.1-7私訳)

この箇所の前半は,天使たちの中でも高い地位を持つ大天使たちが,

o、;l1'l'K(神的存在)と呼ばれる天使たちの間で栄光ある者とされ, 人間

たちには長敬の対象となっていることを示している 2 3。 後半は天使た

ちに比較して人間が相応しくないことや, 人間の祭司職は天使の祭司

職に比較しようがない程貧しいことを述べ, 座から採られた存在であ

る人間の舌は聖なる存在である天使が持つ知識にかなわないと語る。

この文書はこれらの神的存在(=天使たち)が天の宮廷において, 天

の王である神に従属し, 神を讚美する役割を与えられていると考える

こ と に よ っ て, ヤ ハ ウ ェ信仰と調和させていたと考えられる。 神の主

23 Davidson. 252.

- 14 -



究海写本におけ る二l1'、使論と唯一神論の危機 l5

権と優越性は, この文書においてもて維持されているが, 和Pの存在は

背景に退いてぉり, 天の宮廷・神殿における天使たちの祭司的活動が

関心の中心になっている。 こ こ に は, 唯一神論の原則は維持されなが

ら も, 神ではない天的存在である天使たちが崇祥されることで多元的

構造を内包する結果となっている 2・'。もし,天使業拝が高じて天使礼拝

に到れば, モーセの第一戒の違反になるのであり, コ ロサイの信徒た

ちへの手紙ではキリスト教徒の一部に広まっていた天使崇拝が非難さ

れ ( コ ロ 2 : l 8 ), 黙示録では,天使自身が自分を礼拝の対象にするこ

と を 禁 じ て い る ( 黙 l 9 : 1 0 ; 2 2 : 8-9)。 「安息日の歌」は天使に祈りを

向けることまではしていないので, 天使礼拝の域には達していない

が2S, 天使を称贊する 「安息日の歌」 の天使論は(4Q4002.2;4Q40l

14.1.8を参照), l確一神論の前提の下に許容される天使崇拝の限界に近

付いていると言える。

f安息日の歌」の天使論は, 天使たちの間に階級差が存在することを

前提にしている。 この文書において主だった天使たちはa'ls'ln (君々)

と呼ばれて, 他の一般の天使たちとは区別されている(4Q4001.ii.14;

3.2.2;4Q4013.3;14.ii.6;23.l ;4Q4031.i.1,6,10,17,18-19,21, 23-
2 4 , 2 6 ; l.ii.20,2l;4Q405 3.i.l2a;3. i i. 6 ; 8-9.5-6; l3 .2-3, 4-5,7)。

o、K、o'(落々) は o,lat・l (司たち)とも呼ばれている(lQ401 14.i.6;4Q403

2' この程降進を,W.Horbury. “Jewish and Christian Monotheism in the
Herodian Age' in  aa・0・J,e!t1,i、sh and a,,islia,t Mo,,( )lheis,n (ed.L.T.Stucken-
bruck ;London:T.&T.Clark. 200‘l) l6-4 4 は,包摂的唯一神論(inclusivc
monothcism)と呼ぶ。

25 この点を捉えて,L.T.Stuckenbruck,“'Angels' and'God':Exploring the
Limits of Early Jewish Monotheism,''A in aalv Jl,ea,ish a,ld Chrislian Mo,lou,c・
,'sm (ed.L.T.Stuckenbruck;London:T.&T.Clark. 2004) 4 5-7 0 は, 「安息
日の歌」 において天使礼祥はなく, lla二一神論は維持されているとする。
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1.i. l-32 ; 1.ii.3,11,16,20,24,34;4Q405 4 -5.2;23.i i. l0,l l , l2)。 こ

のo、,at・,、 ( 司 た ち ) と は, ダニエル書以来ユダヤ教黙示文学に登場する

大天使たちの こ と で あ る ( ダ ニ 8 : 1 5- l 7 ; 9 : 2 1-23 ;10 :13, 21 ;12 :

1 ; ト ビ ト 3 : 1 7 ; 5 : 4- l 7 ; 6 : 1-9 ; 9 : 1-6 ; 1 1 : l 4- l 5 ; 1 2 : 6- l 5 ;

レ ビ 過 3 : 5-8 ; エチ ・エ ノ 9 : l ; 1 0 : 4 , 9 , l 1 ; 1 9 : 1 ; 2 0 : 1-6 ; 4 0 :

8-1 0 ; 5 4 : 6 ; 7 l : 9 , l 3 ) 26o

この大天使たちは l安息日の犠牲の歌」では, o・,,◆n: (祭司たち) [マ

ソラ本文の正書法では o、'n二] と呼ばれている(4Q4001.i.3,8,17,l9,

20;4Q4031.ii.19,24;4Q40520-22.1)27。大天使たちは天の王である

神の一l111座に近付くことが出来る特権を与えられてぉり,「内奥の祭司た

ち ( 3'1p,'n1二)」 (4Q400l.i.8,17,19;4Q403l.ii.19,24;4Q40520-2 l.

l ) あ る い は 「内典の聲lな る 者 た ち ( 3 '1'lp ln-lp)」 (4Q401l6.3;4Q402

9.4)と呼ばれている2 8。彼らは天の祭司として, 神と一般の天使や人間

たちの間のとりなしをする務めが与えられていた29。 一般の天使たち

は天の神殿・宮廷にあって神を讚美し, 神を称えて歌うことが求めら

れているだけであるが(4Q4001.i.l-2;2.l;4Q403l.i.30-35,36-39a,

39b-40,41-46;cf.1QMl2.1), 神によって祭司に任じられた(4Q400

l.i.3-4, 8),7人の大天使は(4Q4031.i.1-7) ,神の玉座に近づいて

2o A.S.van de Woude.“Fragmente einer Rolie der Lieder fiir das Sabnbatop・

fer aus Hlle XI von Qumran' in Vo't Ka'1aa't 1bis Ke'nnt1, (hrsg.v . W . C
Delsmann et al.;Neukirchen-Vluyn:Neukirchener Verlag. 1982)3l l .

2' lQ40 l  ll.3には単数形の1・'n: が見られる。
m マ ソ ラ 本 文 の 3'P (「近さ」,「内奥」)は,死海写本では3◆1P と表記される。 こ

の点に ついては,E.Qimron. 71,e H,eb,,e1・‘,, of tl,e DeadSeaSc,,o/s (Atlanta:
ScholarsPress. 1986)65を参照。

2 9 描構 「f 安息日の機牲の歌」 と へプル書1一'2 章」 「教会と神学」第33号(200l
年 ) l -22国を参照。
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死海?f本における:',1.使論と唯一神論の危機 17

(4Q4001.i.6-10), 神へ犠牲を捧げ(4Q4031.ii.27-29), 民の罪の赦し

のためにとりなしをなし(4Q4001.i.16-18), 神の名によって天使たち

と義人たちに祝福を与える (4Q4031.i.16-28;4Q4053.ii.6-10)。

他方, 「安息目の犠性の歌」は神の意思は隠されていると考え, ;神の

意思を知るためには神によって啓示される特別な知識 (_-l)が必要で

あ る と 考 え て い る。 そ こ で, この文書は神をしばしば 「知識の神

(nfl,'nl,lt)と呼んでいる(4Q400  2.8;4Q401 ll.2;4Q402 4.l 2 ;

4Q405 23.ii.l2)。 神に直接近付いてその知識を伝授される特権を持つ

のは大1l,、使 た ち で あ り  (4Q4001.i.6;2.7), 彼 ら は 「知識の神々

(l'url ll'ot)(4Q4002.l, 8;4Q4031.i.31,38;lQ4044.7;4Q40523.i.8),

「知識と真理と正義の靈 (F'' l Sl nOM 1'、「 l 'n、一)(4Q40519.4 ) と も 呼 ば

れている 。 この知識に基づいて彼らは, 天使たちや義人たちに神の戒

めの真の意味について教える(4Q4001.i.17;4Q40114.i.6-8;4Q405

13.5;23.ii.13)。

初期ユダヤ教文書や初期キリスト教文書(特に, 黙示的傾向が強い

文書) において, 天の神殿・宮廷において礼拝が行われ, 天使たちが

神を識美する場面が描かれることは決して稀ではない ( レ ビ 過 3 : 5-
8 ;エチ・エ ノ 4 0 : 3-5 ; 黙 4 : l-5 : 1 4 ; イ ザ 昇 7 : l 5 ; l Q M l 2 . 1-5 ;

llQPsa 26.12) 3°。 他のュ ダヤ教文書において, 天使の祭司的働きに言

及する例も少数だが存在する(トビト12 : 1 2 , l 5 ;レビ適3 :5-8 ; ヨ

べ l : 2 7-2 9 ; 2 : 1 ; 3 l : l 4 ; エチ ・エ ノ 4 7 : 2 ; 9 9 : 3 ) 。 し か し , 大

3o M. Weinfeld,''The AngeIic Song over the Luminariesin the Qumran
Text,”in: T i,,te to P r 中!n1,//;e lVayin t加 Wilde,・ness (ed.D.Dimant/L.H.
Schilfman;Leiden:Bril l, l995)135-157を見よ。

- 17 -



l 8

天使たちが 「祭司」 と呼ばれ, 神の名によって祝福を与える例は他に

はない。 大天使たちの祭司職を強調する点は, 「安息日の犠牲の歌」の

顕著な特色の一つであると言える。

ここで注目されることは, 文書の中に描かれている天使による天上

の礼拝と, クムラン教団の祭司と会衆たちによって行われる地上の礼

拝が同時的であることである3'。 天使たちによる天上の礼拝と地上の

人間の礼拝が同時的に行われるという表象は, 既に旧約聖書中の一部

の讚美の詩編に萌芽的に認められ(詩l48:l -2), 「安息日の歌」 に お

いてそれが一層強化された形で出て来る。 天の祭司である大天使たち

は, 「罪から悔い改めた者たち」であるクムランの会衆のために罪の般

いのためにとりなしを行い(4Q400l.i.16), 天..l-:.の天使たちと共に地

上の義人たちを祝福している(4Q403l.i.l6-26)。 天の司たちである大

天使たちは, 天の軍勢と共に地上の礼拝に参与している会衆によって

崇拝されている(4Q4002.2;4Q40114.i.8)。天の祭司たちは天上の神

殿で神に犠牲を捧げているが(4Q40523.i.5-6;23.2;26-27), 最大の

棒物は唇によって捧げる神の讃美である(4Q403l.ii.26-27,33;4Q405

23.ii.12) 3 2。神を讚美する天使たちの舌は強力であり (4Q403 l.ii.27-
3 l  A.M.Schwemer. “Gott als KOnig in den SabbatIiedem.'' K 0,tig11ie,rsl:1hafi

(;o!le?s tmd 加',,,nllilsche, K,t1l i n J't(l,e'tlu,,t.a,risle,,htm ,,,ld ,n der 1lel le,;islis・

cl_, lVell (hrsg.v.M.Henge l/AM Schwemer;Ttibingen:Mohr. 199l)
48;Ii.LOhr.m''o''‘ne'Mm m f','1g ''''d f''u'se',fle,' n,,,,pef, 加 .' K0'',i'gs加''容・ef,af「
Gotles u'td' him'nlisclte'' Ktl1l t'' Jl ! ld,c'l加''t. Urt1l''i、s !e''加'l u n d in der 1l l t11e'tils・

t1'sl:、llen We1l (hrsg.v.M.Hengel/A.M.Schwemer(WUNT5 );Ttibingen;
Mohr, 199l)202.

:u J.StrugneII. “The Angelic Liturgy at Qumran--4QSerek SlrOt'0lot
Hassabat,”C、on1g,ess1 、/o lu″,e.・ 〇1tford' 1959 (VTSup7 ; I_eiden:Br川. 1960)
335;van der Woude, 3 3 2 が,天上の礼拝において天使が排げる観牲のことだけ
に注目して, 識美の棒げ物に考i趣を払つていないのは一面的である。

- l 8 -
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29), 彼らが語る祝福の言葉は「奇跡の言葉(:t●,o ','3')」として称揚さ

れている(4Q4031.i.l,4,11,16,22,24,25;4Q4053.ii.5;l3.5;Maslk2.

23,25)。 死すぺき人間が神に捧げる礼拝には限界があることをクムラ

ン共同体の人々は自覚しているが(4Q4002.6-10), 微らは地上の礼拝

を通して, 神的存在である天使たちが行う天の礼拝に参与することが

出来る(この観念は, 1QSb4.24-26;4QBerb 2.l2;llQPa26.9-l 2 に

も見られる) 33。 こうして天使たちによる天の礼拝は, クムラン共同体

の祭司たちが行う祭儀行為に正続性を与え, 天の祝福を付与する働き

を持つたと考えられる34。

4. 結論: 唯一神論と天使論の緊張関係

クムラン教団が神と天使たちで構成される天上の世界の実在を信

じ, 自分たちの共同体が天使たちと共にいると確信していた点は, 多

くの死海文書に表れている(1QH19[11].28;23bottom[2.1].l 0 ;

lQS3.22; IQM7.5-6)。死海写本において天使たちは天的存在として,

o、ら H ( 1 Q H 3 [ ll] .8;15[7].28;23bottom[2.1].3;24[18].8 ; ),

または, E~l,H 、'3 ( lQHl1 [3 ] .22 ;23 [2 ] .3 ;25 [45 ] . l 0-l l ) と 呼 ば

れる。 これらの天的存在である天使たちは, 神ではなく, 天の宮廷に

おいて, 天の王である神に従属し, 神を設美する従属的役割を与えら

れている(4Q403l.ii.26-27,33;4Q40523.ii.l2)。死海写本全般にお

n StrugneIi, 320 ;van  der Woude, 332 ;C.Newsom, m g s of? l he Sabbalh
Sacrifice ・ A CriticalEd i t i,on (Atlanta:ScholarsPress. l985)18.
'4 StrugneIl,320;van der Woude. 332;Newsom,l8.
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いて唯一神論は基本的に維持されていると言える。

「感謝の詩編」に収録されている詩編の多くは, 義の教師によって率

いられた祭司的集団が, 死海のほとりに共同体を築いた初期の時期に

由来するのであり, そこでは神に直接に祈り求め, 神の世界への直接

の介入が期待されている。 この時期は紀元前2世紀から前l-世紀中葉

にかけてのハスモン王朝期にあたっている。 「感謝の詩編(lQH).I は,

一買して, 神に直接祈り求めている(1QH4[l7].9- l5,17-24;5[13].

4-28;6[14].1-22他多数)。 この文書の中に天使たちの執り成しの働

き への言及はなく, 天使崇擇の現象も見られない。天上の富廷・神般

における天使の存在は前提されているに しても, 析りを向ける対象は

神であり, 析持者は創造主であり, 願い主である神が与える憐れみと

恵みに直接訴える。 天上の世界における神の主体性は維持され, 唯一
和ll論は多元的構造を内包するに しても中心に向かう求心力によって統

ーが保たれている。

「安息日の歌」はその書体の分析から, ローマ帝国の傀f昌であるへロ

テ' tとその末商がュ ダヤを治めていたへロデ王朝期 (37 BCE- l00

CE) に由来し, 死海文書としては後期文書にあたる3S。 「安息日の歌』

は,天上で行われる安息日礼擇の様子を定型的表現を用いながら描く 。

神を讚美の主題は出てくるが, 讚美する天使たちの姿や大天使たちの

祭司的活動を三人称で描写することが中心である。 そこでは, 天使の

神性が強く意識され, 天使が称讚の対象となっている (4Q4002.2;

4Q40ll4.i.8を参照)。l'安息日の歌」の天使論は, 唯一神論の前提の下

35 C.Newsom,S1o,lg s of t加 Sabbat1,S,acrifee
S,cholars l1)ress, l985)13-20.
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に許容される天使禁拝の限界に近付いていると言える。 「安息l1lIの歌 l

はマサダの培からも出土しているので, この文書に見られる天使論は,

クムラン教団のみならず, 当時のュダヤ教の一部に広まって観念を反

l映していると見るぺきであろう。 この時期には, tli界への和llの介入は

より間接的になり, 神と人との間を仲介する天使の役割が前面に出て

来る。 天使たちによって構成される多元的構造の遼心力を, ヤハウ ェ

を中心とするalE一神論がぎりぎりの線で押さえ込んでいる。 「安思日の

歌」 は, へロデ 1lE朝期のュダヤ教の天使崇拝がもたらしたl!修一神論の

危機を伝える文書であると言える。


